




















5. そしてこの研究では， TPR方式教授法の原則は LearningAnother Language Through 
Action: The Conψlete Teacher's Guidebooんにおかれた．
6. そして研究終了後には，セミナーを開催してその研究成果を発表した．その後，その研究
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教育機関も全国的に増加し，学習者数も急激に増え， 1979年に 10,651人， 1983年に 15,713人，

















































































































Kunihira and Asher (1965）は，大学レベルの留学生を次の4グル」プに分け， TPR方式で
日本語を教える場合を比較した．
(1) TPR方式グループ．学習者数 16. 
テ］プで命令文を聞かせ，教師が先ず動作を行い学習者に見せる．それから学習者に動作
を行わせる．
(2) A グループ．学習者数 15 .
学習者は，テ｝プで命令文を開き，教師の動作を見る．
(3) B グループ．学習者数 18. 
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学習者は，テ｝プで命令文，その英語訳を聞く．
(4) C グループ．学習者数 18. 
学習者は，テ｝プで命令文を聞く．そして，訳語を書いてある教材を見ることができる．
Asher et al. (1974）は，大人を対象にスペイン語を学習言語として試みている．学習期間は2













































































＠期間： 1988年 12月 1日～89年1月 10日
＠学習日：毎週火曜日，木曜日
＠学習時間：







































































N X Vx y Vy 
TPR方式グノレ｝プ 18 32.67 40.94 25.11 71.28 
一般的方法グループ 17 30.18 66.40 14.94 53.93 
* TPR方式クツレー フ。の方が一般的方法グノレー フ。より上達度が高い事が明らかである．
(2) r訳すJ技能の上達度について
表 3A ピサヌ口ーク
N X Vx y Vy 
TPR方式グループ 14 35.29 70.37 26.29 71.60 
一般的方法グループ 16 34.56 58.66 42.94 81.66 
表 3B チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グノレー フ。 18 32.67 40.94 14.06 26.10 
…般的方法グノレ」プ 17 30.18 66.40 30.76 238.44 
＊一般的方法グノレー フ。の方が TPR方式グルー プ。より上達度が高い．
(3) 「話すJ技能の上達度について
表 4A ピサヌローク
N X Vx y Vy 
TPR方式グノレ｝プ 14 35.29 70.37 7.57 21.19 
一般的方法グループ 16 34.56 58.66 2.31 5.03 
表 4B チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グループ 18 32.67 40.94 3.33 6.59 
一般的方法グループ 17 30.18 66.40 1.41 2.88 





N X Vx y Vy 
TPR方式グノレ｝プ 14 35.29 70.37 26.50 47.50 
一般的方法グノレ｝プ 16 34.56 58.66 9.88 124.92 
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表 SB チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グループ 17 32.70 43.47 15.82 33.28 
一般的方法グノレ｝プ 15 30.67 67.67 12.20 48.60 
* TPR方式グノレー フ。の方が一般的方法グルー フ。より記憶度が両機関とも高い．
(2) 「訳す」技能の記憶度について
表 6A ピサヌローク
N X Vx y Vy 
TPR方式グノレー フ。 14 35.29 70.37 24.57 37.34 
一般的方法グ、ノレ｝プ 16 34.56 58.66 20.75 148.20 
表 6B チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グノレ｝プ 17 32.70 43.47 17.71 109.10 




N X Vx y Vy 
TPR方式グループ 14 35.29 70.37 5.21 2.64 
一般的方法グノレ｝プ 16 34.56 58.66 3.63 8.92 
表 7B チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グループ 17 32.70 43.47 3.82 9.40 
一般的方法グノレ｝プ 15 30.67 67.67 1.80 2.31 
* TPR方式グノレー フ。の方が一般的方法グノレー フ。より記憶度が両機関とも高い．
4. 日本語学習についての評価の分析
表 SA ピサヌ口一ク
N X Vx y Vy 
TPR方式グ、ノレー フ。 14 35.29 70.37 106.14 88.13 
一般的方法グループ 16 34.56 58.66 92.81 136.16 
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表 SB チャチュンサオ
N X Vx y Vy 
TPR方式グノレ｝プ 18 32.67 40.94 103.28 18.21 
一般的方法グノレ｝プ 17 30.18 66.40 90.47 39.89 
＊両機関ともに TPR方式グルー フ。の方が一般的方法グノレー フ。より評価が高い．
SW 14 28.93 8.76 16 11.13 10.85 23.02** 
上 聞く cs 18 25.11 8.44 17 14.94 7.34 15 .10＊本
達 SW 14 26.29 8.46 16 42.94 9.04 30.62中本訳す cs 18 14.06 5.11 17 30.76 15.44 34.35ヰ＊
度 SW 14 7.57 4.60 16 2.32 2.24 17.57** 
話す cs 18 3.33 2.57 17 1.41 1.69 5.48本
SW 14 26.50 6.89 16 9.88 11.18 25.51卒中
記 聞く cs 17 15.82 5.77 15 12.20 6.97 2.00 
d憶 SW 14 24.57 6.11 16 20.75 12.17 1.11 
訳す cs 17 17.71 10.45 15 32.47 15.54 16.14料
度 SW 14 5.21 1.62 16 3.63 2.99 3.58 




N X S 
一般的方法グノレ｝プ
F 
N X S 
??
I ~: I 14 18 106.14 103.28 9.39 4.27 16 17 92.81 90.47 11.67 6.32 11.64＊牢50.14本＊





































































いからのみ生じたものである．そして「聞く J の面で， TPR方式グル｝プの学生は一般的
方法グノレ｝プの学生よりも上達度に優れていると表われた．




















































にもかかわらず， 今回の研究では僅かに 12時間という短い授業時間しかなく， そのため試
験に使用した「話すJ技能での問題は，平易で短いものばかりであるからである．
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